
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高周波信号が入力される入力端子と、この入力端子に入力された信号が供給される第１
のＡＧＣ回路と、この第１のＡＧＣ回路の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の
入力には第１の局部発振回路の出力信号が供給される第１の混合回路と、この第１の混合
回路の出力が供給される第１のフィルタと、前記第１の混合回路の出力が供給される第１
のＡＧＣ制御回路と、前記第１のフィルタの出力が供給される第２のＡＧＣ回路と、この
第２のＡＧＣ回路の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の入力には第２の局部発
振回路の出力信号が供給される第２の混合回路と、この第２の混合回路の出力が供給され
る第２のフィルタと、この第２のフィルタの出力が供給される出力端子と、前記第２のフ
ィルタの出力が供給されるとともに前記第２のＡＧＣ回路を利得制御する第２のＡＧＣ制
御回路と、前記第１のＡＧＣ制御回路の出力電圧と前記第２のＡＧＣ制御回路の出力電圧
とが入力に供給されるとともに、その出力電圧が前記第１のＡＧＣ回路の利得制御用端子
に供給される重み付け回路とを備え、

前記第１のＡＧＣ制御回路の出力電圧と前記第２のＡＧＣ制御回路の出力電圧
とを前記重み付け回路にて重み付けして合成した出力信号により、前記第１のＡＧＣ回路

受信エラーを改善する高周波信号受信装置。
【請求項２】
　制御用データを入力するデータ用入力端子を設け、このデータ用入力端子を、重み付け

10

20

JP 3770231 B2 2006.4.26

希望信号に対して近接して大きな妨害信号があった
としても、

の利得が大きくなる方に補正することにより前記第１のＡＧＣ回路の雑音指数を良くして



制御回路の入力に接続し、その出力電圧により重み付け回路の重み付け係数を設定できる
ようにした請求項 に記載の高周波信号受信装置。
【請求項３】
　少なくとも第１のＡＧＣ回路と、第１の混合回路と、第１の局部発振回路と、第１のＡ
ＧＣ制御回路と、重み付け回路とは、同一のパッケージに集積された請求項 に記載の高
周波信号受信装置。
【請求項４】
　高周波信号が入力される入力端子と、この入力端子に入力された信号が供給される第１
のＡＧＣ回路と、この第１のＡＧＣ回路の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の
入力には第１の局部発振回路の出力信号が供給される第１の混合回路と、この第１の混合
回路の出力が供給される第１のフィルタと、前記第１の混合回路の出力が供給される第１
のＡＧＣ制御回路と、前記第１のフィルタの出力が供給される第２のＡＧＣ回路と、この
第２のＡＧＣ回路の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の入力には第２の局部発
振回路の出力信号が供給される第２の混合回路と、この第２の混合回路の出力が供給され
る第２のフィルタと、この第２のフィルタの出力または前記第２の混合回路の出力が供給
されるとともに前記第２のＡＧＣ回路を利得制御する第２のＡＧＣ制御回路と、前記第２
のフィルタの出力が供給される第３のＡＧＣ回路と、この第３のＡＧＣ回路の出力が供給
されるＡＤコンバータと、このＡＤコンバータの出力が供給されるデジタルフィルタと、
このデジタルフィルタの出力が供給される復調回路と、この復調回路の出力が供給される
出力端子と、前記デジタルフィルタの出力が供給されるとともに前記第３のＡＧＣ回路を
利得制御する第３のＡＧＣ制御回路と、前記第１のＡＧＣ制御回路の出力電圧と前記第３
のＡＧＣ制御回路の出力電圧とが入力に供給されるとともに、その出力電圧が前記第１の
ＡＧＣ回路の利得制御用端子に供給される重み付け回路とを備え、

前記第１のＡＧＣ制御回路の出力電圧と前記第２
のＡＧＣ制御回路の出力電圧とを前記重み付け回路にて重み付けして合成した出力信号に
より、前記第１のＡＧＣ回路

受信エラーを改善する高周波信号受信装置。
【請求項５】
　制御用データを入力するデータ用入力端子を設け、このデータ用入力端子を、重み付け
制御回路の入力に接続し、その出力電圧により重み付け回路の重み付け係数を設定できる
ようにした請求項 に記載の高周波信号受信装置。
【請求項６】
　少なくとも第１のＡＧＣ回路と、第２のＡＧＣ回路と、第３のＡＧＣ回路と、第１の混
合回路と、第２の混合回路と、第１の局部発振回路と、第２の局部発振回路と、第１のＡ
ＧＣ制御回路と、第２のＡＧＣ制御回路と、第３のＡＧＣ制御回路と、重み付け回路と、
ＡＤコンバータと、デジタルフィルタとは、同一のパッケージに集積された請求項 に記
載の高周波信号受信装置。
【請求項７】
　高周波信号が入力される入力端子と、この入力端子に入力された信号が供給される第１
のＡＧＣ回路と、この第１のＡＧＣ回路の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の
入力には第１の局部発振回路の出力信号が供給される第１の混合回路と、この第１の混合
回路の出力が供給される第１のフィルタと、前記第１の混合回路の出力が供給される第１
のＡＧＣ制御回路と、前記第１のフィルタの出力が供給される第２のＡＧＣ回路と、この
第２のＡＧＣ回路の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の入力には第２の局部発
振回路の出力信号が供給される第２の混合回路と、この第２の混合回路の出力が供給され
る第２のフィルタと、前記第２の混合回路の出力が供給される第２のＡＧＣ制御回路と、
前記第２のフィルタの出力が供給される第３のＡＧＣ回路と、この第３のＡＧＣ回路の出
力が供給されるＡＤコンバータと、このＡＤコンバータの出力が供給されるデジタルフィ
ルタと、このデジタルフィルタの出力が供給される復調回路と、この復調回路の出力が供
給される出力端子と、前記デジタルフィルタの出力が供給されるとともに前記第３のＡＧ
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Ｃ回路の利得制御する第３のＡＧＣ制御回路と、前記第１のＡＧＣ制御回路の出力電圧と
前記第３のＡＧＣ制御回路の出力電圧とが入力に供給されるとともに、その出力電圧が前
記第１のＡＧＣ回路の利得制御用端子に供給される第１の重み付け回路と、前記第２のＡ
ＧＣ制御回路の出力電圧と前記第３のＡＧＣ制御回路の出力電圧とが入力に供給されると
ともに、その出力電圧が前記第２のＡＧＣ回路の利得制御用端子に供給される第２の重み
付け回路とを備え、 前記第
１のＡＧＣ制御回路の出力電圧と前記第３のＡＧＣ制御回路の出力電圧とを前記第１の重
み付け回路にて重み付けして合成した出力電圧により、前記第１のＡＧＣ回路

、さらに前記第２のＡＧ
Ｃ制御回路の出力電圧と前記第３のＡＧＣ制御回路の出力電圧とを前記第２の重み付け回
路にて重み付けして合成した出力電圧により、前記第２のＡＧＣ回路

、受信エラーを改善する高周波
信号受信装置。
【請求項８】
　制御用データを入力するデータ用入力端子を設け、このデータ用入力端子を、重み付け
制御回路の入力に接続し、その出力電圧により第１の重み付け回路の重み付け係数と第２
の重み付け回路の重み付け係数を独立に設定できるようにした請求項 に記載の高周波信
号受信装置。
【請求項９】
　少なくとも第１のＡＧＣ回路と、第２のＡＧＣ回路と、第１の混合回路と、第２の混合
回路と、第１の局部発振回路と、第２の局部発振回路と、第１のＡＧＣ制御回路と、第２
のＡＧＣ制御回路と、第１の重み付け回路と、第２の重み付け回路とは同一のパッケージ
に集積された請求項 に記載の高周波信号受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、高周波信号を受信する高周波信号受信装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来の高周波信号受信装置は図１０に示すように、高周波信号が入力される入力端子６
０１と、この入力端子６０１に入力された信号が供給される自動利得制御（以下、ＡＧＣ
）回路６０２と、このＡＧＣ回路６０２の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の
入力には局部発振回路６０４の出力信号が供給される混合回路６０５と、この混合回路６
０５の出力が供給されるフィルタ６０７と、混合回路６０５の出力とＡＧＣ回路６０２の
利得制御用端子６０３との間に接続されたＡＧＣ制御回路６０６と、フィルタ６０７の出
力が供給されるＡＧＣ回路６０８と、このＡＧＣ回路６０８の出力が一方の入力に供給さ
れるとともに他方の入力には局部発振回路６０９の出力信号が供給される混合回路６１０
と、この混合回路６１０の出力が供給されるフィルタ６１２と、このフィルタ６１２の出
力とＡＧＣ回路６０８との間に接続されたＡＧＣ制御回路６１１と、フィルタ６１２の出
力が供給されるＡＧＣ回路６１３と、このＡＧＣ回路６１３の出力が供給されるＡＤコン
バータ６１４と、このＡＤコンバータ６１４の出力が供給されるデジタルフィルタ６１５
と、このデジタルフィルタ６１５の出力が供給される復調回路６１７と、この復調回路６
１７の信号を出力する出力端子６１８と、デジタルフィルタ６１５の出力とＡＧＣ回路６
１３との間に接続されたＡＧＣ制御回路６１６とで構成されていた。
【０００３】
　以上のように構成された高周波信号受信装置の動作を、混合回路６０５から出力される
第１の中間周波数が入力信号より高い周波数として、かつ混合回路６１０から出力される
第２の中間周波数が入力信号より低い周波数とした高周波信号受信装置について説明する
。
【０００４】
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　入力端子６０１には、例えば、９０ＭＨｚから７７０ＭＨｚの高周波デジタル信号が入
力される。この高周波の入力信号は、ＡＧＣ回路６０２で増幅された後、局部発振回路６
０４の出力とにより混合回路６０５で混合された周波数変換され、例えば１２００ＭＨｚ
の第１の中間周波数となる。この第１の中間周波数はＡＧＣ制御回路６０６に入力され、
さらにこのＡＧＣ制御回路６０６からの出力電圧はＡＧＣ回路６０２に加えられ、混合回
路６０５からの出力レベルが一定になるように利得制御される。
【０００５】
　さらに、混合回路６０５から出力される高周波信号はフィルタ６０７で希望信号以外の
信号が少し抑圧された後、ＡＧＣ回路６０８にて増幅され、その後局部発振回路６０９の
出力とにより混合回路６１０で混合されて例えば４ＭＨｚの第２の中間周波数に変換され
る。
【０００６】
　混合回路６１０から出力される４ＭＨｚの出力信号はフィルタ６１２で希望信号以外の
信号がさらに抑圧された後ＡＧＣ制御回路６１１に入力される。そして、このＡＧＣ制御
回路６１１からの出力電圧はＡＧＣ回路６０８に加えられ、混合回路６１０からの出力レ
ベルが一定になるように利得制御される。
【０００７】
　さらに、フィルタ６１２から出力される第２の中間周波数はＡＧＣ回路６１３にて増幅
され、その出力はＡＤコンバータ６１４にてデジタル信号に変換される。その後、デジタ
ルフィルタ６１５により希望信号以外の信号がさらに十分に抑圧されて復調回路６１７に
て復調された後、出力端子６１８から出力される。
【０００８】
　また、デジタルフィルタ６１５からの出力信号はＡＧＣ制御回路６１６に入力され、こ
のＡＧＣ制御回路６１６からの出力電圧はＡＧＣ回路６１３に加えられて復調回路６１７
への高周波信号レベルが一定になるように利得制御される。
【０００９】
　このとき、入力端子６０１に入力される高周波信号レベルの大きさに応じてＡＧＣ回路
６１３、ＡＧＣ回路６０８、ＡＧＣ回路６０２とにそれぞれに利得制御をかける。これに
より、優れたキャリア対ノイズ比（以下、Ｃ／Ｎ）と希望信号に近接した妨害信号による
歪みの少ない出力信号を取り出すことができる。（数１）では、この高周波信号受信装置
の雑音指数Ｆを表している。
【００１０】
【数１】
　
　
　
　
【００１１】
　（数１）において、ＡＧＣ回路６０２の利得と雑音指数をそれぞれＧ 1とＦ 1とし、混合
回路６０５の雑音指数をＦ 2とし、混合回路６０５とフィルタ６０７との合成した利得を
Ｇ 2とし、ＡＧＣ回路６０８を含む後段の雑音指数をＦ 3としている。次に（数２）につい
て説明する。
【００１２】
【数２】
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【００１３】
　（数２）では、高周波信号受信装置のＣ／Ｎを希望信号レベルＰ s iと高周波信号受信装
置の雑音指数Ｆにより表し、高周波信号受信装置のＣ／Ｎは、主に希望信号レベルＰ s iと
雑音指数Ｆによって決定されることを示している。ここで、Ｋはボルツマン定数であり、
Ｔは周囲温度２９０Ｋであり、Ｂは希望信号の帯域幅である。
【００１４】
　この時、入力端子６０１に入力される高周波信号レベルは例えば－７０ｄＢｍ以上にな
るとＡＧＣ回路６０２の利得制御が働き、－７０ｄＢｍ以下になるとＡＧＣ回路６０８の
利得制御が働き、さらにそれ以下の高周波信号レベルになるとＡＧＣ回路６１３の利得制
御がそれぞれ働くものとしている。
【００１５】
　最初に、希望信号レベルのみの場合、あるいは希望信号に近接して存在する妨害信号の
レベルが小さい場合の高周波信号受信装置のＣ／Ｎについて説明する。以下、希望信号に
近接して存在する妨害信号としては隣接信号あるいは隣々接信号が代表されるが、以下の
説明では隣接信号を例として説明している。
【００１６】
　このように、希望信号レベルに対して隣接信号のレベルが小さいときは、ほとんど希望
信号のみによって利得制御がされてしまう。
【００１７】
　図３は、入力信号レベル３１０に対する高周波信号受信装置の雑音指数Ｆ３１１を表し
た図である。図３において、高周波信号レベルである希望信号レベルが－７０ｄＢｍ以下
の小さいレベルの領域３０１では、（数１）においてＡＧＣ回路６０２の利得Ｇ 1が最大
となって、ＡＧＣ回路６０２の雑音指数Ｆ 1で決定されるので、高周波信号受信装置の雑
音指数Ｆは一定値で低い雑音指数３０５となる。次に、希望信号レベルが－７０ｄＢｍ以
上の大きいレベルの領域３０２では、ＡＧＣ回路６０２の利得Ｇ 1が小さくなる方向に利
得制御されるため、混合回路６０５の雑音指数Ｆ 2やフィルタ６０７を含む後段の雑音指
数をＦ 3が無視できなくなり、高周波信号受信装置の雑音指数Ｆが徐々に大きくなる様子
を３０３で示している。
【００１８】
　図４は、希望信号レベル４１０に対する高周波信号受信装置のＣ／Ｎ４１１を示した図
である。図４において、希望信号が－７０ｄＢｍ以下の小さいレベルの領域４０１では、
図３の領域３０１の雑音指数３０３が一定であるのに対して希望信号レベルＰ s iが大きく
なるため（数２）より明らかなように希望信号レベルＰ s iに応じてＣ／Ｎが良くなる様子
を４０５で示している。さらに、希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以上の大きい領域４
０２では、希望信号レベルＰ s iは大きくなるが高周波信号受信装置の雑音指数Ｆは図３の
領域３０２に示すように希望信号レベルＰ s iである入力信号レベルによりほぼ同じ量だけ
悪くなるので（数２）より明らかなように一定のＣ／Ｎ値４０３を示すことになる。
【００１９】
　次に、希望信号レベルＰ s iに対して例えば隣接信号のレベルが大きい場合の高周波信号
受信装置のＣ／Ｎ５１１について説明する。
【００２０】
　図５は、希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍと一定時における隣接信号のレベル５１０
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に対する高周波信号受信装置のＣ／Ｎを表す。
【００２１】
　図５において、隣接信号のレベル５１０が－７０ｄＢｍより小さい領域５０１では、－
７０ｄＢｍの希望信号レベルＰ s iによって利得制御が行われるため高周波信号受信装置の
雑音指数Ｆは図３の３０４となって高周波信号受信装置の雑音指数Ｆが良いため（数２）
より明らかなように良好な一定のＣ／Ｎである５０４になる。
【００２２】
　さらに、図５において希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍのときに隣接信号のレベルが
－７０ｄＢｍより大きい領域５０２では、図３より高周波信号受信装置の雑音指数Ｆは隣
接信号のレベルである入力信号レベルに応じて雑音指数が劣化していくのに対して希望信
号レベルＰ s iは－７０ｄＢｍの一定であり、（数２）より明らかなようにＣ／Ｎは隣接信
号のレベルに応じて劣化する。このため、隣接信号のレベルの大きさに応じてＣ／Ｎは５
０３と徐々に劣化していく。
【００２３】
　ここで、上記の隣接信号のレベルによってＣ／Ｎが劣化する場合と、隣接信号のレベル
により三次による相互変調歪み（以下、ＩＭ３）等によって妨害が起こる場合があるが、
隣接信号のレベルによってＣ／Ｎが劣化する場合の方が支配的である。
【００２４】
　以上のように、希望信号に対して隣接信号のレベルが強い受信条件では、その隣接信号
のレベルの大きさに応じてＡＧＣ回路６０２で最小利得となる方向に利得制御が働くため
、高周波信号受信装置のＣ／Ｎが悪くなり、結果としてビットエラーレート（以下、ＢＥ
Ｒ）が悪くなって受信できなくなる。
【００２５】
　従来のイメージ妨害を抑圧する混合回路は、特許文献１に記載されたものが知られてい
る。
【００２６】
【特許文献１】
　　　特開平８－２８８８７９号公報
【００２７】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながらこのような従来の構成では、希望信号レベルＰ s iに比べて希望信号に近接
した妨害信号レベルが例えば２０ｄＢ以上強い受信条件においては、受信できなくなる。
【００２８】
　本発明は、このような問題点を解決するもので、希望信号に近接した妨害信号のレベル
が強い受信条件においても受信エラーの少ない高周波信号受信装置を提供することを目的
としたものである。
【００２９】
【課題を解決するための手段】
　この目的を達成するために本発明の高周波信号受信装置は、高周波信号が入力される入
力端子と、この入力端子に入力された信号が供給される第１のＡＧＣ回路と、この第１の
ＡＧＣ回路の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の入力には第１の局部発振回路
の出力信号が供給される第１の混合回路と、この第１の混合回路の出力が供給される第１
のフィルタと、前記第１の混合回路の出力が供給される第１のＡＧＣ制御回路と、前記第
１のフィルタの出力が供給される第２のＡＧＣ回路と、この第２のＡＧＣ回路の出力が一
方の入力に供給されるとともに他方の入力には第２の局部発振回路の出力信号が供給され
る第２の混合回路と、この第２の混合回路の出力が供給される第２のフィルタと、この第
２のフィルタの出力が供給される出力端子と、前記第２のフィルタの出力が供給されると
ともに前記第２のＡＧＣ回路を利得制御する第２のＡＧＣ制御回路と、前記第１のＡＧＣ
制御回路の出力電圧と前記第２のＡＧＣ制御回路の出力電圧とが入力に供給されるととも
に、その出力電圧が前記第１のＡＧＣ回路の利得制御用端子に供給される重み付け回路と
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を備え、 前記第１のＡＧＣ
制御回路の出力電圧と前記第２のＡＧＣ制御回路の出力電圧とを前記重み付け回路にて重
み付けして合成した出力信号により、前記第１のＡＧＣ回路

受信エラーを改善するもので
ある。
【００３０】
　これにより、本高周波信号受信装置の希望信号に近接した妨害信号による受信エラーの
改善ができる。
【００３１】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項 に記載の発明は、高周波信号が入力される入力端子と、この入力端子
に入力された信号が供給される第１のＡＧＣ回路と、この第１のＡＧＣ回路の出力が一方
の入力に供給されるとともに他方の入力には第１の局部発振回路の出力信号が供給される
第１の混合回路と、この第１の混合回路の出力が供給される第１のフィルタと、前記第１
の混合回路の出力が供給される第１のＡＧＣ制御回路と、前記第１のフィルタの出力が供
給される第２のＡＧＣ回路と、この第２のＡＧＣ回路の出力が一方の入力に供給されると
ともに他方の入力には第２の局部発振回路の出力信号が供給される第２の混合回路と、こ
の第２の混合回路の出力が供給される第２のフィルタと、この第２のフィルタの出力が供
給される出力端子と、前記第２のフィルタの出力が供給されるとともに前記第２のＡＧＣ
回路を利得制御する第２のＡＧＣ制御回路と、前記第１のＡＧＣ制御回路の出力電圧と前
記第２のＡＧＣ制御回路の出力電圧とが入力に供給されるとともに、その出力電圧が前記
第１のＡＧＣ回路の利得制御用端子に供給される重み付け回路とを備え、

前記第１のＡＧＣ制御回路の出力電圧と前
記第２のＡＧＣ制御回路の出力電圧とを前記重み付け回路にて重み付けして合成した出力
信号により、前記第１のＡＧＣ回路

受信エラーを改善できる。
【００３２】
　また、移動中にあって希望信号に近接した妨害信号のレベルが刻々変化する場合でも、
希望信号に近接した妨害信号レベルに応じて変化する電圧を重み付け回路で処理して合成
したＡＧＣ制御電圧として用いる。つまり、希望信号と妨害信号との合成電圧によりＡＧ
Ｃ回路の利得制御を行うので優れた応答性が得られるもので、高速での移動受信に適して
いる。
【００３３】
　請求項 に記載の発明は、制御用データを入力するデータ用入力端子を設け、このデー
タ用入力端子を、重み付け制御回路の入力に接続し、その出力電圧により重み付け回路の
重み付け係数を設定できるようにした請求項 に記載の高周波信号受信装置であり、外部
のデータ用入力端子からデータを入力することにより重み付け係数を設定できるので外部
から最適な利得制御が可能となる。
【００３４】
　請求項 に記載の発明は、少なくとも第１のＡＧＣ回路と、第１の混合回路と、第１の
局部発振回路と、第１のＡＧＣ制御回路と、重み付け回路とは、同一のパッケージに集積
された請求項 に記載の高周波信号受信装置であり、集積化できるので、小型化を図るこ
とができるとともに部品管理や製造工数の削減ができる。
【００３５】
　請求項 に記載の発明は、高周波信号が入力される入力端子と、この入力端子に入力さ
れた信号が供給される第１のＡＧＣ回路と、この第１のＡＧＣ回路の出力が一方の入力に
供給されるとともに他方の入力には第１の局部発振回路の出力信号が供給される第１の混
合回路と、この第１の混合回路の出力が供給される第１のフィルタと、前記第１の混合回
路の出力が供給される第１のＡＧＣ制御回路と、前記第１のフィルタの出力が供給される
第２のＡＧＣ回路と、この第２のＡＧＣ回路の出力が一方の入力に供給されるとともに他
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方の入力には第２の局部発振回路の出力信号が供給される第２の混合回路と、この第２の
混合回路の出力が供給される第２のフィルタと、この第２のフィルタの出力または前記第
２の混合回路の出力が供給されるとともに前記第２のＡＧＣ回路を利得制御する第２のＡ
ＧＣ制御回路と、前記第２のフィルタの出力が供給される第３のＡＧＣ回路と、この第３
のＡＧＣ回路の出力が供給されるＡＤコンバータと、このＡＤコンバータの出力が供給さ
れるデジタルフィルタと、このデジタルフィルタの出力が供給される復調回路と、この復
調回路の出力が供給される出力端子と、前記デジタルフィルタの出力が供給されるととも
に前記第３のＡＧＣ回路を利得制御する第３のＡＧＣ制御回路と、前記第１のＡＧＣ制御
回路の出力電圧と前記第３のＡＧＣ制御回路の出力電圧とが入力に供給されるとともに、
その出力電圧が前記第１のＡＧＣ回路の利得制御用端子に供給される重み付け回路とを備
え、 前記第１のＡＧＣ制御
回路の出力電圧と前記第２のＡＧＣ制御回路の出力電圧とを前記重み付け回路にて重み付
けして合成した出力信号により、前記第１のＡＧＣ回路

受信エラーを改善できる。
【００３６】
　このとき、デジタルフィルタからの出力信号を用いることで希望信号に近接した妨害信
号をさらに十分に除去した希望信号を利用できるので、第３のＡＧＣ制御回路の出力電圧
は希望信号に近接した妨害信号のレベルに応じた電圧とできるので、高周波信号受信装置
の希望信号に近接した妨害信号による受信エラーをより確実に改善できる。
【００３７】
　また、移動中にあって希望信号に近接した妨害信号のレベルが刻々変化する場合でも、
希望信号に近接した妨害信号レベルに応じて変化する電圧を重み付け回路で処理して合成
したＡＧＣ制御電圧として用いる。つまり、希望信号と妨害信号との合成電圧によりＡＧ
Ｃ回路の利得制御を行うので優れた応答性が得られるもので、高速での移動受信に適して
いる。
【００３８】
　請求項 に記載の発明は、制御用データを入力するデータ用入力端子を設け、このデー
タ用入力端子を、重み付け制御回路の入力に接続し、その出力電圧により重み付け回路の
重み付け係数を設定できるようにした請求項 に記載の高周波信号受信装置であり、外部
のデータ用入力端子からデータを入力することにより重み付け係数を設定できるので、外
部から最適な利得制御が可能となる。
【００３９】
　請求項 に記載の発明は、少なくとも第１のＡＧＣ回路と、第２のＡＧＣ回路と、第３
のＡＧＣ回路と、第１の混合回路と、第２の混合回路と、第１の局部発振回路と、第２の
局部発振回路と、第１のＡＧＣ制御回路と、第２のＡＧＣ制御回路と、第３のＡＧＣ制御
回路と、重み付け回路と、ＡＤコンバータと、デジタルフィルタとは、同一のパッケージ
に集積された請求項 に記載の高周波信号受信装置であり、集積化できるので、小型化を
図ることができるとともに部品管理や製造工数の削減ができる。
【００４０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００４１】
　（実施の形態１）
　図１は、実施の形態１における高周波信号受信装置のブロック図である。以下、希望信
号に近接して存在する妨害信号としては隣接信号あるいは隣々接信号が代表されるが、以
下の説明では隣接信号を例として説明している。
【００４２】
　図１において、本実施の形態における高周波信号受信装置は、高周波信号が入力される
入力端子１０１と、この入力端子１０１に入力された信号が供給されるＡＧＣ回路１０２
と、このＡＧＣ回路１０２の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の入力には局部
発振回路１０７の出力信号が供給される混合回路１０８と、この混合回路１０８の出力が
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供給されるフィルタ１１０と、混合回路１０８の出力が供給されるＡＧＣ制御回路１０９
と、フィルタ１１０の出力が供給されるＡＧＣ回路１１１と、このＡＧＣ回路１１１の出
力が一方の入力に供給されるとともに他方の入力には局部発振回路１１３の出力信号が供
給される混合回路１１４と、この混合回路１１４の出力が供給されるフィルタ１１５と、
このフィルタ１１５の出力が供給される出力端子１１６と、フィルタ１１５の出力が供給
されるとともにＡＧＣ回路１１１を利得制御するＡＧＣ制御回路１１２と、ＡＧＣ制御回
路１０９の出力電圧とＡＧＣ制御回路１１２の出力電圧とが供給されるとともに、その出
力電圧がＡＧＣ回路１０２の利得制御用端子１０３に供給される重み付け回路１０４と、
制御用データを入力するデータ用入力端子１０６と、このデータ用入力端子１０６から制
御用データが重み付け回路１０４に供給される重み付け制御回路１０５とを備えた構成と
なっている。
【００４３】
　以上のように構成された高周波信号受信装置であって、混合回路１０８から出力される
第１の中間周波数の方が入力端子１０１から入力される入力信号より高い周波数とし、混
合回路１１４から出力される第２の中間周波数が前記入力信号より低い周波数とした高周
波信号受信装置について、その動作を説明する。
【００４４】
　入力端子１０１に入力される高周波信号レベルは、例えば－７０ｄＢｍ以上になるとＡ
ＧＣ回路１０２の利得制御が働き、－７０ｄＢｍ以下になるとＡＧＣ回路１１１の利得制
御がそれぞれ働くものとしている。
【００４５】
　入力端子１０１には、例えば９０ＭＨｚから７７０ＭＨｚの高周波信号が入力される。
この高周波信号は、ＡＧＣ回路１０２で増幅された後、局部発振回路１０７の出力とによ
り混合回路１０８で混合されて例えば１２００ＭＨｚの第１の中間周波数に変換されて、
ＡＧＣ制御回路１０９に入力される。また、混合回路１０８の出力はフィルタ１１０で希
望信号以外の信号が少しだけ抑圧される。このフィルタ１１０は１２００ＭＨｚと周波数
が高いために隣接信号の抑圧度は十分でなく、例えば下側チャンネルの音声信号に対して
約５ｄＢから１０ｄＢ程度である。
【００４６】
　フィルタ１１０の出力信号はＡＧＣ回路１１１で増幅された後、混合回路１１４で局部
発振回路１１３の発振成分と混合されて例えば４ＭＨｚの第２の中間周波数に変換される
。そして、フィルタ１１５で希望信号以外の信号がさらに抑圧された後、ＡＧＣ制御回路
１１２によりＡＧＣ回路１１１が利得制御されて、フィルタ１１５からの出力信号が一定
レベルになる。そして、その出力は出力端子１１６から出力される。このフィルタ１１５
は隣接信号の下側チャンネルの音声信号に対して約２０ｄＢ程度のものを用いたとして、
フィルタ１１０とフィルタ１１５での隣接信号の下側チャンネルの音声信号に対して合計
約２５ｄＢ程度となる。つまり、隣接信号レベルが希望信号レベルに対して２５ｄＢ以上
のときは、隣接信号が希望信号より大きなレベルとして出力端子１１６から出力される。
【００４７】
　ＡＧＣ制御回路１０９からの出力電圧とＡＧＣ制御回路１１２からの出力電圧とは、重
み付け回路１０４に入力されてそれぞれに重み付け係数を乗じて合成される。そしてこの
出力は、利得制御用端子１０３を介してＡＧＣ回路１０２に入力されてＡＧＣ回路１０２
は利得制御され、混合回路１０８からの出力信号レベルを一定にしている。
【００４８】
　さらに、データ用入力端子１０６に加えられた制御用データは、重み付け制御回路１０
５を介して、重み付け回路１０４の重み付け係数を独立に設定することができる。このこ
とにより、隣接信号の妨害信号レベル（ＡＧＣ制御回路１０９の出力）と希望信号レベル
（ＡＧＣ制御回路１１２の出力）に対する重み付けを適宜変えることにより、混合回路１
０８からの信号レベルを任意に設定することができる。（数３）では、このときの高周波
信号受信装置の雑音指数Ｆを表している。
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【００４９】
【数３】
　
　
　
　
【００５０】
　（数３）において、ＡＧＣ回路１０２の利得と雑音指数をそれぞれＧ 1とＦ 1とし、混合
回路１０８とフィルタ１１０との合成した利得をＧ 2とし、ＡＧＣ回路１１１を含む後段
の雑音指数をＦ 3としている。（数４）では、高周波信号受信装置のＣ／Ｎを希望信号レ
ベルＰ s iと高周波信号受信装置の雑音指数Ｆにより表している。
【００５１】
【数４】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５２】
　（数４）において高周波信号受信装置のＣ／Ｎは、主に希望信号レベルＰ s iと雑音指数
Ｆと希望信号の帯域幅によって決定されることを示している。ここで、Ｋはボルツマン定
数であり、Ｔは周囲温度２９０Ｋであり、Ｂは希望信号の帯域幅である。（数５）では、
重み付け回路１０４の出力電圧であるＶ（ＲＦ１２）を表している。
【００５３】
【数５】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５４】
　（数５）において、ＡＧＣ制御回路１０９の出力電圧をＶ（ＡＧＣ１）とし、このＡＧ
Ｃ制御回路１０９の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）に対する重み付け回路１０４での重み付け係
数をＫ 1とし、ＡＧＣ制御回路１１２の出力電圧をＶ（ＡＧＣ２）とし、このＡＧＣ制御
回路１１２の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ２）に対する重み付け回路１０４での重み付け係数をＫ

2としている。
【００５５】
　これにより、希望信号レベルＰ s iと隣接信号のレベルとが入力されるＡＧＣ制御回路１
０９からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）と、希望信号と主にフィルタ１１５により抑圧された
隣接信号のレベルとが入力されるＡＧＣ制御回路１１２からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ２）と
に独立に重み付けをすることにより混合回路１０８からの出力信号レベルに対する寄与率
を決定できる。
【００５６】
　このとき、ＡＧＣ制御回路１０９からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）とＡＧＣ制御回路１１
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２の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ２）と重み付け回路１０４の出力電圧であるＶ（ＲＦ１２）とは
、すべて３Ｖが最大利得時の電圧で、０Ｖが最小利得時の電圧としている。また、重み付
け係数Ｋ 1およびＫ 2は０から１まで独立に設定可能としている。以下、（数５）において
例えば重み付け係数Ｋ 1を１とし、重み付け係数Ｋ 2を任意の値とした場合について説明す
る。
【００５７】
　さらに、入力端子１０１に入力される高周波信号レベルは例えば－７０ｄＢｍ以上にな
るとＡＧＣ回路１０２の利得制御が働き、－７０ｄＢｍ以下になるとＡＧＣ回路１１１の
利得制御がそれぞれ働くものとしている。
【００５８】
　最初に、希望信号レベルＰ s iのみの場合、あるいは希望信号レベルＰ s iに対して例えば
隣接信号のレベルが小さく、かつ希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以下の場合における
高周波信号受信装置のＣ／Ｎについて説明する。
【００５９】
　希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以下であるので、ＡＧＣ制御回路１０９の出力電圧
Ｖ（ＡＧＣ１）が利得最大になるように３Ｖに利得制御され、（数５）の第２項であるＡ
ＧＣ制御回路１１２からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ２）は０Ｖから３Ｖの間となるが重み付け
回路１０４の出力電圧Ｖ（ＲＦ１２）は３Ｖ以上にならないので、重み付け回路１０４か
らの出力電圧Ｖ（ＲＦ１２）は３Ｖとなり、ＡＧＣ回路１０２は従来例と同じ利得制御と
なる。
【００６０】
　図３は、入力信号レベルに対する高周波信号受信装置の雑音指数Ｆを表した図である。
図３において、希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以下の入力信号レベルの領域３０１で
は、（数３）においてＡＧＣ回路１０２の利得Ｇ 1が最大となってＡＧＣ回路１０２の雑
音指数Ｆ 1が支配的となるため、一定値で低い雑音指数３０５となる。
【００６１】
　図３において、横軸３１０は信号レベル（ｄＢｍ）であり、縦軸３１１は高周波信号受
信装置の雑音指数（ｄＢ）である。また、３１２は信号レベルが－７０ｄＢｍの点である
。
【００６２】
　図４は、希望信号レベルＰ s iに対する高周波信号受信装置のＣ／Ｎを表した図である。
図４において、希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以下の小さいレベルの領域４０１では
、一定値で低い雑音指数３０５（図３）に対して希望信号レベルＰ s iが大きくなるため（
数４）より明らかなように希望信号レベルＰ s iに応じてＣ／Ｎが良くなる様子を４０５で
示している。
【００６３】
　図４において、横軸４１０は希望信号レベル（ｄＢｍ）であり、縦軸４１１は高周波信
号受信装置のＣ／Ｎである。また、４１２は希望信号レベルが－７０ｄＢｍの点である。
【００６４】
　次に、希望信号レベルＰ s iのみの場合、あるいは希望信号レベルＰ s iに対して例えば隣
接信号のレベルが小さく、かつ希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以上の場合における高
周波信号受信装置のＣ／Ｎについて説明する。
【００６５】
　（数５）において、ＡＧＣ制御回路１０９の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）が利得最大から利
得最小になるように例えば０Ｖから３Ｖの間に利得制御され、ＡＧＣ制御回路１１２から
の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ２）は利得最小である０Ｖに利得制御されるのでＡＧＣ制御回路１
０９の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）のみによって利得制御されるので従来例と同じとなる。
【００６６】
　つまり、図３において入力信号が－７０ｄＢｍ以上の大きいレベルの領域３０２では、
（数３）においてＡＧＣ回路１０２の利得Ｇ 1が小さくなるように利得制御されるので混
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合回路１０８の雑音指数Ｆ 2やフィルタ１１０を含めた以降の雑音指数Ｆ 3が無視できなく
なり、高周波信号受信装置の雑音指数Ｆが３０３に示すように徐々に大きくなる。
【００６７】
　したがって、図４において希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以上の大きい領域４０２
では、（数４）より明らかなように、希望信号レベルＰ s iは大きくなるが高周波信号受信
装置の雑音指数Ｆは図３の領域３０２に示すようにほぼ同じ量だけ悪くなるので、結論と
して一定のＣ／Ｎ値４０３を示すことになる。
【００６８】
　次に、希望信号レベルＰ s iが例えば－７０ｄＢｍと一定で、隣接信号のレベルが－７０
ｄＢｍ以下の場合での高周波信号受信装置のＣ／Ｎについて説明する。
【００６９】
　（数５）において、希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以上のときは、ＡＧＣ制御回路
１０９の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）が利得最大から利得最小になるように例えば３Ｖから０
Ｖの間で利得制御されるが、ＡＧＣ制御回路１１２からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ２）は利得
最小である０Ｖに利得制御されるので（数５）の第２項は０Ｖになって影響がなくなり、
ＡＧＣ回路１０２による利得制御は従来例と同じとなる。
【００７０】
　つまり、高周波信号受信装置の雑音指数Ｆは図３の３０４で示すように低い雑音指数を
示し、高周波信号受信装置のＣ／Ｎは図４の４０４で示すように良好な値を示すことにな
る。
【００７１】
　図５は、希望信号レベルが－７０ｄＢｍ時の隣接信号のレベルに対する高周波信号受信
装置のＣ／Ｎを表す。
【００７２】
　図５において、隣接信号のレベルが－７０ｄＢｍより小さい領域５０１では－７０ｄＢ
ｍである希望信号レベルＰ s iによる利得制御が支配的となるので高周波信号受信装置のＣ
／Ｎは５０４で示すように良好な値を示すことになる。つまり、希望信号レベルＰ s iより
隣接信号のレベルが低いために従来例と同じく受信状態に悪い影響を与えないのである。
【００７３】
　図５において、横軸５１０は隣接チャンネルの信号レベル（ｄＢｍ）であり、縦軸５１
１は高周波信号受信装置の雑音指数（ｄＢ）である。また、５１２は隣接チャンネルの信
号レベルが－７０ｄＢｍの点である。
【００７４】
　次に、希望信号レベルＰ s iが例えば－７０ｄＢｍと一定で、隣接信号のレベルが－７０
ｄＢｍ以上の場合での高周波信号受信装置のＣ／Ｎについて説明する。
【００７５】
　（数５）において、ＡＧＣ制御回路１０９の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）は希望信号レベル
Ｐ s iより大きい隣接信号のレベルに応じて利得最大から利得最小になるように例えば３Ｖ
から０Ｖの間でＡＧＣ回路１０２が利得制御される。さらに、ＡＧＣ回路１０２からの出
力信号は、フィルタ１１０およびフィルタ１１５で隣接信号の妨害信号が除去されるので
、ＡＧＣ回路１０２から出力される小さい希望信号がＡＧＣ制御回路１１２で検出されて
ＡＧＣ回路１１１で利得制御されるため、ＡＧＣ制御回路１１２の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１
）は利得最大である３Ｖの方に変化し、重み付け回路１０４の出力電圧Ｖ（ＲＦ１２）は
利得最大である３Ｖ側に補正される。
【００７６】
　つまり、前記重み付け回路１０４の出力電圧Ｖ（ＲＦ１２）によりＡＧＣ回路１０２の
利得Ｇ 1は利得最大の方に補正されるとともにＡＧＣ回路１０２の雑音指数Ｆ 1が小さくな
るので、（数３）より明らかなように高周波信号受信装置の雑音指数Ｆは改善され、図３
において入力信号レベルが－７０ｄＢｍ以上の領域３０２では、雑音指数は３０６となっ
て従来例３０３に比べて改善される。この雑音指数が改善された分だけ（数４）より高周
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波信号受信装置のＣ／Ｎは５０５で示すように良好な値を示すことになる。
【００７７】
　ここで、上記の隣接信号のレベルによってＣ／Ｎが劣化する場合と、隣接信号のレベル
によりＩＭ３等によって妨害が起こる場合があるが、隣接信号のレベルによってＣ／Ｎが
劣化する場合の方が支配的であり、本実施の形態による改善方法が効果的となる。
【００７８】
　さらに、データ用入力端子１０６に加えられた制御用データを受けて重み付け制御回路
１０５により、重み付け回路１０４の重み付け係数を独立に外部から容易に設定すること
ができる。
【００７９】
　ただし、重み付け回路１０４に入力されるＡＧＣ制御回路１０９の出力電圧に対する重
み付け係数Ｋ 1に対してＡＧＣ制御回路１１２の出力電圧に対する重み付け係数Ｋ 2を大き
くし過ぎると、（数５）より重み付け回路１０４からの出力電圧Ｖ（ＲＦ１２）が上がっ
てＡＧＣ回路１０２の利得を上げ過ぎることになり、例えば混合回路１０８でのＩＭ３等
による妨害の影響が発生することがあるので、重み付け係数Ｋ 1およびＫ 2は最適設定が必
要である。
【００８０】
　以上のように、希望信号に対して大きな隣接信号の妨害信号があっても、希望信号レベ
ルと隣接信号のレベルに重み付け係数を乗じたものとした重み付け回路１０４からの出力
電圧によってＡＧＣ回路１０２を利得制御することにより、高周波信号受信装置のＣ／Ｎ
を改善でき安定した受信状態の高周波信号受信装置が提供できるものである。
【００８１】
　また、従来の方式として例えば復調回路６１７からのＣ／Ｎあるいはビットエラーレー
トの信号を検出してマイコン等によりＡＧＣ回路６０２の利得制御用の電圧を変化させて
隣接信号の妨害信号に対する改善を実施していたが、処理時間が長くかかるため受信状態
が刻々と変化する移動中での受信には不向きであった。
【００８２】
　本発明では、隣接信号の妨害信号レベルに応じたＡＧＣ回路１１１の利得制御用の電圧
を用いて最適なＡＧＣ回路１０２の利得制御を瞬時に行うことにより希望信号に近接して
存在する妨害信号に対する妨害の改善ができる。このため、刻々と変化する移動中におい
ても瞬時に安定した受信状態を提供できるので、高速での移動受信に適している。
【００８３】
　このときの入力される高周波信号は、アナログ信号であってもデジタル信号であっても
効果は同じであることは言うまでもない。
【００８４】
　（実施の形態２）
　図２は、実施の形態２における高周波信号受信装置のブロック図である。希望信号に近
接して存在する妨害信号としては隣接信号あるいは隣々接信号が代表されるが、以下の説
明では隣接信号を例として説明している。
【００８５】
　また、実施の形態１においては、重み付け回路１０４への入力点がＡＧＣ制御回路１１
２の出力電圧であったのに対して、実施の形態２では重み付け回路２０４への入力点がＡ
ＧＣ制御回路２２１の出力電圧である点において相違する。
【００８６】
　さらに、（数３）と（数４）及び図３と図４と図５は実施の形態１と同じであるので説
明を簡略化する。
【００８７】
　図２において、実施の形態２における高周波信号受信装置は、高周波信号が入力される
入力端子２０１と、この入力端子２０１に入力された信号が供給されるＡＧＣ回路２０２
と、このＡＧＣ回路２０２の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の入力には局部
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発振回路２０７の出力信号が供給される混合回路２０８と、この混合回路２０８の出力が
供給されるフィルタ２１０と、混合回路２０８の出力が供給されるＡＧＣ制御回路２０９
と、フィルタ２１０の出力が供給されるＡＧＣ回路２１１と、このＡＧＣ回路２１１の出
力が一方の入力に供給されるとともに他方の入力には局部発振回路２１３の出力信号が供
給される混合回路２１４と、この混合回路２１４の出力が供給されるフィルタ２１５と、
このフィルタ２１５の出力または混合回路２１４の出力とＡＧＣ回路２１１の制御用端子
との間に接続されたＡＧＣ制御回路２１２と、フィルタ２１５の出力が供給されるＡＧＣ
回路２１６と、このＡＧＣ回路２１６の出力が供給されるＡＤコンバータ２１７と、この
ＡＤコンバータ２１７の出力が供給されるデジタルフィルタ２１８と、このデジタルフィ
ルタ２１８の出力が供給される復調回路２１９と、この復調回路２１９の出力が供給され
る出力端子２２０と、デジタルフィルタ２１８の出力が供給されるとともにＡＧＣ回路２
１６の利得を制御するＡＧＣ制御回路２２１と、ＡＧＣ制御回路２０９の出力電圧とＡＧ
Ｃ制御回路２２１の出力電圧とが供給されるとともに、その出力電圧がＡＧＣ回路２０２
の利得制御用端子２０３に供給される重み付け回路２０４と、制御用データを入力するデ
ータ用入力端子２０６と、データ用入力端子２０６から制御用データが供給されるととも
に、その出力が重み付け回路２０４に接続された重み付け制御回路２０５とを備えたもの
である。
【００８８】
　以上のように構成された高周波信号受信装置において、混合回路２０８から出力される
第１の中間周波数を入力信号より高い周波数とし、混合回路２１４から出力される第２の
中間周波数を入力信号より低い周波数とした高周波信号受信装置について、その動作を説
明する。
【００８９】
　入力端子２０１に入力される高周波信号レベルは、例えば－７０ｄＢｍ以上になるとＡ
ＧＣ回路２０２の利得制御が働き、－７０ｄＢｍ以下になるとＡＧＣ回路２１１の利得制
御が働き、さらにそれ以下になるとＡＧＣ回路２１６の利得制御がそれぞれ働くものとし
ている。
【００９０】
　入力端子２０１には、例えば９０ＭＨｚから７７０ＭＨｚの高周波信号が入力される。
この高周波信号は、ＡＧＣ回路２０２で増幅されたあと、局部発振回路２０７の出力とに
より混合回路２０８で混合されて例えば１２００ＭＨｚの第１の中間周波数に変換されて
ＡＧＣ制御回路２０９に入力される。また、混合回路２０８の出力はフィルタ２１０で希
望信号以外の信号が抑圧される。
【００９１】
　フィルタ２１０の出力信号はＡＧＣ回路２１１で増幅された後、混合回路２１４で局部
発振回路２１３の出力と混合されて例えば４ＭＨｚの第２の中間周波数に変換されてフィ
ルタ２１５で希望信号以外の信号がさらに抑圧された後、ＡＧＣ制御回路２１２によりＡ
ＧＣ回路２１１が利得制御される。
【００９２】
　さらに、フィルタ２１５から出力される４ＭＨｚの第２の中間周波数はＡＧＣ回路２１
６にて増幅され、その後ＡＧＣ回路２１６からの出力はＡＤコンバータ２１７にてデジタ
ル信号に変換された後、デジタルフィルタ２１８により希望信号以外の信号がさらに抑圧
されて復調回路２１９に入力される。この復調回路２１９で復調された出力は、出力端子
２２０から出力される。
【００９３】
　また、デジタルフィルタ２１８からの出力信号はＡＧＣ制御回路２２１に入力され、こ
のＡＧＣ制御回路２２１からの出力電圧がＡＧＣ回路２１６に加えられて復調回路２１９
への信号レベルが一定になるように利得制御される。（数６）では、このときの高周波信
号受信装置の雑音指数Ｆを表している。
【００９４】
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【数６】
　
　
　
　
【００９５】
　（数６）において、ＡＧＣ回路２０２の利得と雑音指数をそれぞれＧ 1とＦ 1とし、混合
回路２０８とフィルタ２１０との合成した利得をＧ 2とし、ＡＧＣ回路２１１を含む後段
の雑音指数をＦ 3としている。（数７）では、高周波信号受信装置のＣ／Ｎを希望信号レ
ベルＰ s iと高周波信号受信装置の雑音指数Ｆにより表している。
【００９６】
【数７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９７】
　（数７）において高周波信号受信装置のＣ／Ｎは、主に希望信号レベルＰ s iと雑音指数
Ｆと希望信号の帯域幅によって決定されることを示している。ここで、Ｋはボルツマン定
数であり、Ｔは周囲温度２９０Ｋであり、Ｂは希望信号の帯域幅である。（数８）では、
重み付け回路２０４の出力電圧であるＶ（ＲＦ１３）を表している。
【００９８】
【数８】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９９】
　このとき、ＡＧＣ制御回路２０９からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）とし、ＡＧＣ制御回路
２２１の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ３）と、重み付け回路２０４の出力電圧であるＶ（ＲＦ１３
）とは、すべて３Ｖが最大利得時の電圧で、０Ｖが最小利得時の電圧としている。
【０１００】
　（数８）において、ＡＧＣ制御回路２０９の出力電圧をＶ（ＡＧＣ１）とし、このＡＧ
Ｃ制御回路２０９の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）に対する重み付け回路２０４での重み付け係
数をＫ 3とし、ＡＧＣ制御回路２２１の出力電圧をＶ（ＡＧＣ３）とし、このＡＧＣ制御
回路２２１の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ３）に対する重み付け回路２０４での重み付け係数をＫ

4としている。
【０１０１】
　これにより、希望信号レベルと隣接信号のレベルとが入力されるＡＧＣ制御回路２０９
からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）と、フィルタ２１０と第２のフィルタ２１５とデジタルフ
ィルタ２１８とによって隣接信号の妨害信号が十分に除去された希望信号レベルが入力さ
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れるＡＧＣ制御回路２２１からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ３）とを独立に重み付けをすること
により混合回路２０８からの出力レベルに対して利得制御が可能となる。
【０１０２】
　このように、ＡＧＣ制御回路２２１には隣接信号の妨害信号が十分に除去された希望信
号レベルが入力できるので、重み付け回路２０４の出力電圧であるＶ（ＲＦ１３）をより
精度よく検出でき、高周波信号受信装置の隣接信号の妨害による受信エラーを実施の形態
１に対してより確実に改善できる。
【０１０３】
　さらに、データ用入力端子２０６に加えられた制御用データにより重み付け回路２０４
の重み付け係数を独立に外部から容易に設定することができる。
【０１０４】
　ただし、重み付け回路２０４に入力されるＡＧＣ制御回路２０９の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ
１）に対する重み付け係数Ｋ 3に対してＡＧＣ制御回路２２１の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ３）
に対する重み付け係数Ｋ 4を大きくし過ぎると、（数８）より重み付け回路２０４からの
出力電圧Ｖ（ＲＦ１３）が上がってＡＧＣ回路２０２の利得を上げ過ぎることになり、例
えば混合回路２０８でのＩＭ３等による妨害の影響が発生することがあるので、重み付け
係数Ｋ 3およびＫ 4は最適設定が必要である。
【０１０５】
　以上のように、希望信号に対して近接して大きな妨害信号があっても、第１のＡＧＣ制
御回路の出力電圧と第３のＡＧＣ制御回路の出力電圧とを受信エラーが減少する方向に重
み付け回路にて重み付けして合成している。この重み付け回路から出力されるＡＧＣ制御
電圧を用いてＡＧＣ回路の利得制御を行わせているので、妨害特性とＣ／Ｎ特性に対して
最適な設定が可能となるものである。以上により、希望信号に近接した妨害信号による受
信エラーを改善でき、安定した受信状態を提供できるものである。
【０１０６】
　また、第１のＡＧＣ制御回路と第３のＡＧＣ制御回路のそれぞれの出力電圧を重み付け
回路で合成した電圧を用いているので、第１のＡＧＣ回路の利得制御を瞬時に行うことが
できる。このため、刻々と変化する移動中においても瞬時に安定した受信状態を提供でき
るので、高速での移動受信に適している。
【０１０７】
　（実施の形態３）
　図６は、実施の形態３における高周波信号受信装置のブロック図である。以下、希望信
号に近接して存在する妨害信号としては隣接信号あるいは隣々接信号が代表されるが、以
下の説明では隣接信号を例として説明している。
【０１０８】
　また、実施の形態２では一個の重み付け回路２０４であるのに対して、実施の形態３で
は二個の重み付け回路１１０５、１１１０とからなり、この重み付け回路１１１０への入
力点がＡＧＣ制御回路１１１２とＡＧＣ制御回路１１２１の出力電圧である点において相
違する。
【０１０９】
　さらに、（数９）と（１０４）は実施の形態１と同じであるので説明を簡略化する。
【０１１０】
　図６において、実施の形態３における高周波信号受信装置は、高周波信号が入力される
入力端子１１０１と、この入力端子１１０１に入力された信号が供給されるＡＧＣ回路１
１０２と、このＡＧＣ回路１１０２の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の入力
には局部発振回路１１０８の出力信号が供給される混合回路１１０７と、この混合回路１
１０７の出力が供給されるフィルタ１１０９と、混合回路１１０７の出力が供給されるＡ
ＧＣ制御回路１１０６と、フィルタ１１０９の出力が供給されるＡＧＣ回路１１１１と、
このＡＧＣ回路１１１１の出力が一方の入力に供給されるとともに他方の入力には局部発
振回路１１１３の出力信号が供給される混合回路１１１４と、この混合回路１１１４の出
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力が供給されるフィルタ１１１５と、混合回路１１１４の出力が供給されるＡＧＣ制御回
路１１１２と、フィルタ１１１５の出力が供給されるＡＧＣ回路１１１６と、このＡＧＣ
回路１１１６の出力が供給されるＡＤコンバータ１１１７と、このＡＤコンバータ１１１
７の出力が供給されるデジタルフィルタ１１１８と、このデジタルフィルタ１１１８の出
力が供給される復調回路１１１９と、この復調回路１１１９の出力が供給される出力端子
１１２０と、デジタルフィルタ１１１８の出力が供給されるとともにＡＧＣ回路１１１６
を利得制御するＡＧＣ制御回路１１２１と、ＡＧＣ制御回路１１２１の出力電圧とＡＧＣ
制御回路１１０６の出力電圧とが入力に供給されるとともに、その出力電圧がＡＧＣ回路
１１０２の利得制御用端子１１２２に供給される重み付け回路１１０５と、ＡＧＣ制御回
路１１２１の出力電圧とＡＧＣ制御回路１１１２の出力電圧とが入力に供給されるととも
に、その出力電圧がＡＧＣ回路１１１１の利得制御用端子１１２３に供給される重み付け
回路１１１０とを備えた構成となっている。
【０１１１】
　以上のように構成された高周波信号受信装置において、混合回路１１０７から出力され
る第１の中間周波数を入力信号より高い周波数とし、混合回路１１１４から出力される第
２の中間周波数を入力信号より低い周波数としたものとして、その動作を説明する。
【０１１２】
　入力端子１１０１に入力される高周波信号レベルは、例えば－７０ｄＢｍ以上になると
ＡＧＣ回路１１０２の利得制御が働き、－７０ｄＢｍ以下になるとＡＧＣ回路１１０２の
利得制御が働き、さらにそれ以下になるとＡＧＣ回路１１０２の利得制御がそれぞれ働く
ものとしている。
【０１１３】
　入力端子１１０１には、例えば９０ＭＨｚから７７０ＭＨｚの高周波信号が入力される
。この高周波信号は、ＡＧＣ回路１１０２で増幅されたあと、局部発振回路１１０８の出
力とにより混合回路１１０７で混合されて例えば１２００ＭＨｚの第１の中間周波数に変
換されてＡＧＣ制御回路１１０６に入力される。また、混合回路１１０７の出力はフィル
タ１１０９で希望信号以外の信号が抑圧される。
【０１１４】
　フィルタ１１０９の出力信号はＡＧＣ回路１１１１で増幅された後、混合回路１１１４
で局部発振回路１１１３の出力と混合されて例えば４ＭＨｚの第２の中間周波数に変換さ
れてフィルタ１１１５で希望信号以外の信号がさらに抑圧された後、ＡＧＣ制御回路１１
１２によりＡＧＣ回路１１１１が利得制御される。
【０１１５】
　さらに、フィルタ１１１５から出力される４ＭＨｚの第２の中間周波数はＡＧＣ回路１
１１６にて増幅され、このＡＧＣ回路１１１６からの出力はＡＤコンバータ１１１７にて
デジタル信号に変換された後、デジタルフィルタ１１１８により希望信号以外の信号がさ
らに抑圧されて復調回路１１１９に入力される。この復調回路１１１９で復調された出力
は、出力端子１１２０から出力される。
【０１１６】
　また、デジタルフィルタ１１１８からの出力信号はＡＧＣ制御回路１１２１に入力され
、このＡＧＣ制御回路１１２１からの出力電圧がＡＧＣ回路１１１６に加えられて復調回
路１１１９への信号レベルが一定になるように利得制御される。
【０１１７】
　さらに、データ用入力端子１１０３に加えられた制御用データは、重み付け制御回路１
１０４を介して、重み付け回路１１０５の重み付け係数および重み付け回路１１１０の重
み付け係数をそれぞれ独立に設定することができる。このことにより、隣接ＣＨの妨害信
号レベル（ＡＧＣ制御回路１１０６の出力）と希望信号レベル（ＡＧＣ制御回路１１２１
の出力）に対する重み付けを適宜変えることにより、混合回路１１０７および混合回路１
１１４からの信号レベルを任意に設定することができる。（数９）では、このときの高周
波信号受信装置の雑音指数Ｆを表している。
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【０１１８】
【数９】
　
　
　
　
【０１１９】
　（数９）において、ＡＧＣ回路１１０２の利得と雑音指数をそれぞれＧ 1とＦ 1とし、混
合回路１１０７とフィルタ１１０９との合成した利得をＧ 2とし、混合回路の雑音指数を
Ｆ 2とし、ＡＧＣ回路１１１１を含む後段の雑音指数をＦ 3としている。（数１０）では、
高周波信号受信装置のＣ／Ｎを希望信号レベルＰ s iと高周波信号受信装置の雑音指数Ｆに
より表している。
【０１２０】
【数１０】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１２１】
　（数１０）において高周波信号受信装置のＣ／Ｎは、主に希望信号レベルＰ s iと雑音指
数Ｆと希望信号の帯域幅によって決定されることを示している。ここで、Ｋはボルツマン
定数であり、Ｔは周囲温度２９０Ｋであり、Ｂは希望信号の帯域幅である。（数１１）で
は、重み付け回路１１０５の出力電圧であるＶ（ＲＦ１３）を表している。
【０１２２】
【数１１】
　
　
　
　
　
　
　
【０１２３】
　（数１１）において、ＡＧＣ制御回路１１０６の出力電圧をＶ（ＡＧＣ１）とし、この
ＡＧＣ制御回路１１０６の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）に対する重み付け回路１１０５での重
み付け係数をＫ 5とし、ＡＧＣ制御回路１１２１の出力電圧をＶ（ＡＧＣ３）とし、この
ＡＧＣ制御回路１１２１の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ３）に対する重み付け回路１１０５での重
み付け係数をＫ 6としている。
【０１２４】
　これにより、希望信号レベルＰ s iと隣接ＣＨの信号レベルとが入力されるＡＧＣ制御回
路１１０６からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）と、フィルタ１１０９とフィルタ１１１５とデ
ジタルフィルタ１１１８により隣接ＣＨの信号レベルが十分に抑圧されて希望信号レベル
のみが入力されるＡＧＣ制御回路１１２１からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ３）とに、それぞれ
独立に重み付けをすることにより混合回路１１０７からの出力信号レベルに対する希望信
号レベルＰ s iと隣接ＣＨの信号レベルとの寄与率を決定できる。（数１２）では、重み付
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け回路１１１０の出力電圧であるＶ（ＩＦ２３）を表している。
【０１２５】
【数１２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１２６】
　（数１２）において、ＡＧＣ制御回路１１１２の出力電圧をＶ（ＡＧＣ２）とし、この
ＡＧＣ制御回路１１１２の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ２）に対する重み付け回路１１１０での重
み付け係数をＫ 7とし、ＡＧＣ制御回路１１２１の出力電圧をＶ（ＡＧＣ３）とし、この
Ｖ（ＡＧＣ３）に対する重み付け回路１１１０での重み付け係数をＫ 8としている。
【０１２７】
　これにより、希望信号レベルＰ s iとフィルタ１１０９のより抑圧された隣接ＣＨの信号
レベルとが入力されるＡＧＣ制御回路１１１２からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ２）と、フィル
タ１１０９とフィルタ１１１５とデジタルフィルタ１１１８により隣接ＣＨの信号レベル
が十分に抑圧されて希望信号レベルのみが入力されるＡＧＣ制御回路１１２１からの出力
電圧Ｖ（ＡＧＣ３）とに、それぞれ独立に重み付けをすることにより混合回路１１１４か
らの出力信号レベルに対する希望信号レベルＰ s iと隣接ＣＨの信号レベルとの寄与率を決
定できる。
【０１２８】
　このとき、ＡＧＣ制御回路１１０６からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ１）とＡＧＣ制御回路１
１１２の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ２）とＡＧＣ制御回路１１２１からの出力電圧Ｖ（ＡＧＣ３
）と重み付け回路１１０５の出力電圧であるＶ（ＲＦ１３）と重み付け回路１１１０の出
力電圧であるＶ（ＩＦ２３）とは、すべて３Ｖが最大利得時の電圧で、０Ｖが最小利得時
の電圧としている。また、重み付け係数Ｋ 5とＫ 6とＫ 7とＫ 8はすべて０から１まで独立に
設定可能としている。
【０１２９】
　以下、（数１１）および（数１２）において例えば重み付け係数Ｋ 5およびＫ 7をそれぞ
れ１とし、重み付け係数Ｋ 6およびＫ 8を任意の値とした場合について説明する。
【０１３０】
　また、入力端子１１０１に入力される高周波信号レベルは例えば－７０ｄＢｍ以上にな
るとＡＧＣ回路１１０２の利得制御が、－７０ｄＢｍ以下になるとＡＧＣ回路１１１１の
利得制御が、さらに例えば－９０ｄＢｍ以下より小さいレベルではＡＧＣ回路１１１６の
利得制御がそれぞれ働くものとしている。
【０１３１】
　最初に、希望信号レベルＰ s iに対して例えば隣接ＣＨのような妨害信号のレベルが小さ
く無視でき、かつ希望信号レベルＰ s iが－９０ｄＢｍ以下の場合における高周波信号受信
装置のＣ／Ｎについて以下説明する。
【０１３２】
　この場合には、－９０ｄＢｍ以下である希望信号レベルＰ s iによって利得制御されるの
で、（数１１）において、第１項であるＶ（ＡＧＣ１）が利得最大になるように３Ｖとな
り、第２項であるＶ（ＡＧＣ３）は０Ｖから３Ｖの間となるが、Ｖ（ＲＦ１３）は３Ｖ以
上にならないので３ＶとなりＡＧＣ回路１１０２は従来例と同じように利得制御される。
【０１３３】
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　さらに（数１２）において、第１項であるＶ（ＡＧＣ２）が３Ｖとなり、第２項である
Ｖ（ＡＧＣ３）は０Ｖから３Ｖの間となるが、Ｖ（ＩＦ２３）は３Ｖ以上にならないので
３ＶとなりＡＧＣ回路１１１１は従来例と同じように利得制御される。
【０１３４】
　次に、希望信号レベルＰ s iに対して例えば隣接ＣＨのような妨害信号のレベルが小さく
、かつ希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍから－９０ｄＢｍの場合における高周波信号受
信装置のＣ／Ｎについて説明する。
【０１３５】
　この場合には、－７０ｄＢｍから－９０ｄＢｍである希望信号レベルＰ s iによって利得
制御されるので、（数１１）において第１項であるＶ（ＡＧＣ１）が利得最大になるよう
に３Ｖに利得制御され、第２項であるＶ（ＡＧＣ３）は０Ｖから３Ｖの間となるが、Ｖ（
ＲＦ１３）は３Ｖ以上にならないので３ＶとなりＡＧＣ回路１１０２は従来例と同じよう
に利得制御される。
【０１３６】
　さらに（数１２）において、第１項であるＶ（ＡＧＣ２）が０から３Ｖで利得制御され
て、第２項であるＶ（ＡＧＣ３）は０Ｖとなるので無視でき、Ｖ（ＩＦ２３）は第１項で
あるＶ（ＡＧＣ２）により決定されるのでＡＧＣ回路１１１１は従来例と同じように利得
制御される。
【０１３７】
　図７は、入力信号レベルに対する高周波信号受信装置の雑音指数Ｆを表した図である。
【０１３８】
　図７において、希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以下の入力信号レベルの領域１２０
１では、（数１１）においてＡＧＣ回路１１０２の利得Ｇ 1が最大となってＡＧＣ回路１
１０２の雑音指数Ｆ 1が支配的となるため、一定値で低い雑音指数１２０５となる。
【０１３９】
　図７において、横軸１２１０は信号レベル（ｄＢｍ）であり、縦軸１２１１は高周波信
号受信装置の雑音指数（ｄＢ）である。また、１２１２は信号レベルが－７０ｄＢｍの点
である。
【０１４０】
　図８は、希望信号レベルＰ s iに対する高周波信号受信装置のＣ／Ｎを表した図である。
【０１４１】
　図８において、希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以下の小さいレベルの領域１３０１
では、一定値で低い雑音指数１２０５（図７）に対して希望信号レベルＰ s iが大きくなる
ため（数１２）より明らかなように希望信号レベルＰ s iに応じてＣ／Ｎが良くなる様子を
１３０５で示している。
【０１４２】
　図８において、横軸１３１０は希望信号レベルＰ s i（ｄＢｍ）であり、縦軸１３１１は
高周波信号受信装置のＣ／Ｎであり、１３１２は希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍの点
である。
【０１４３】
　次に、希望信号レベルＰ s iに対して例えば隣接ＣＨのような妨害信号のレベルが小さく
、かつ希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以上の場合における高周波信号受信装置のＣ／
Ｎについて説明する。
【０１４４】
　この場合には、－７０ｄＢｍ以上である希望信号レベルＰ s iによって利得制御されるの
で、（数１１）において、第１項であるＶ（ＡＧＣ１）が利得最大から利得最小になるよ
うに例えば０Ｖから３Ｖの間となり、第２項であるＶ（ＡＧＣ２）は利得最小である０Ｖ
になるので無視でき、Ｖ（ＲＦ１３）は第１項であるＶ（ＡＧＣ１）のみによって決定さ
れるため、ＡＧＣ回路１１０２は従来例と同じように利得制御される。
【０１４５】
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　さらに（数１２）において、第１項であるＶ（ＡＧＣ２）が利得最小になるように０Ｖ
に利得制御され、第２項であるＶ（ＡＧＣ２）は利得最小である０Ｖに利得制御されるの
で、Ｖ（ＩＦ２３）は第１項であるＶ（ＡＧＣ１）のみによって決定されるため、ＡＧＣ
回路１１１１は従来例と同じように利得制御される。
【０１４６】
　つまり、図７において入力信号が－７０ｄＢｍ以上の大きいレベルの領域１２０２では
、（数１１）においてＡＧＣ回路１１０２の利得Ｇ 1が小さくなるように利得制御される
ので混合回路１１０７の雑音指数Ｆ 2やフィルタ１１０９を含めた以降の雑音指数Ｆ 3が無
視できなくなり、高周波信号受信装置の雑音指数Ｆが１２０３に示すように徐々に大きく
なる。
【０１４７】
　したがって、図８において希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍ以上の大きい領域１３０
２では、（数１２）より明らかなように、希望信号レベルＰ s iは大きくなるが高周波信号
受信装置の雑音指数Ｆは図８の領域１３０２に示すようにほぼ同じ量だけ悪くなるので、
結果として一定のＣ／Ｎ値１３０３を示すことになる。
【０１４８】
　次に、希望信号レベルＰ s iが例えば－７０ｄＢｍと一定で、隣接ＣＨの信号レベルが－
７０ｄＢｍ以下の場合での高周波信号受信装置のＣ／Ｎについて説明する。
【０１４９】
　この場合には、－７０ｄＢｍである希望信号レベルＰ s iによって利得制御されるので、
（数１１）において、希望信号レベルＰ s iが－７０ｄＢｍのときは、第１項であるＶ（Ａ
ＧＣ１）が利得最大になるように３Ｖで利得制御されるが、第２項であるＶ（ＡＧＣ３）
は利得最小である０Ｖに利得制御されるので無視でき、Ｖ（ＲＦ１３）は第１項であるＶ
（ＡＧＣ１）で決定されるのでＡＧＣ回路１１０２は従来例と同じように利得制御される
。
【０１５０】
　さらに（数１２）において、第１項であるＶ（ＡＧＣ２）が利得最小になるように０Ｖ
で利得制御されるが、第２項であるＶ（ＡＧＣ３）は利得最小である０Ｖに利得制御され
るので、Ｖ（ＩＦ２３）は０ＶとなりＡＧＣ回路１１１１は従来例と同じように利得制御
される。
【０１５１】
　つまり、高周波信号受信装置の雑音指数Ｆは図７の１２０４で示すように低い雑音指数
を示し、高周波信号受信装置のＣ／Ｎは図８の１３０４で示すように良好な値を示すこと
になる。
【０１５２】
　図９は、希望信号レベルが－７０ｄＢｍ時の隣接ＣＨの信号レベルに対する高周波信号
受信装置のＣ／Ｎを表す。
【０１５３】
　図９において、隣接ＣＨの信号レベルが－７０ｄＢｍより小さい領域１４０１では－７
０ｄＢｍである希望信号レベルＰ s iによる利得制御が支配的となるので高周波信号受信装
置のＣ／Ｎは１４０４で示すように良好な値を示すことになる。つまり、希望信号レベル
Ｐ s iより隣接ＣＨの信号レベルが低いために従来例と同じく受信状態に悪い影響を与えな
いのである。
【０１５４】
　図９において、横軸１４１０は隣接チャンネルの信号レベル（ｄＢｍ）であり、縦軸１
４１１は高周波信号受信装置の雑音指数（ｄＢ）である。また、１４１２は隣接チャンネ
ルの信号レベルが－７０ｄＢｍの点である。
【０１５５】
　次に、希望信号レベルＰ s iが例えば－７０ｄＢｍと一定で、隣接ＣＨの信号レベルが－
７０ｄＢｍ以上の領域１４０２での高周波信号受信装置のＣ／Ｎについて説明する。
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【０１５６】
　この場合には、（数１１）において第１項であるＶ（ＡＧＣ１）は希望信号レベルＰ s i

より大きい隣接ＣＨの信号レベルに応じて利得最大から利得最小になるように例えば３Ｖ
から０Ｖの間でＡＧＣ回路１１０２が利得制御されるので、ＡＧＣ回路１１０２からは利
得制御された隣接ＣＨの信号レベルと小さな希望信号レベルＰ s iとが出力される。このＡ
ＧＣ回路１１０２からの出力信号のうち隣接ＣＨの信号はフィルタ１１０９およびフィル
タ１１１５および抑圧効果の優れたデジタルフィルタ１１１８でほとんど除去されるため
、小さな希望信号レベルＰ s iのみがＡＧＣ制御回路１１２１で検出されることになり、（
数１１）の第２項であるＶ（ＡＧＣ３）は小さな希望信号レベルＰ s iに対して利得最大で
ある３Ｖ側の電圧が出力される。
【０１５７】
　以上のように、（数１１）の第１項であるＶ（ＡＧＣ１）は最小利得側である０Ｖに近
い電圧となるが、（数１１）の第２項であるＶ（ＡＧＣ３）は利得最大である３Ｖに近い
電圧が出力されるので、（数１１）のＶ（ＲＦ１３）は、重み付け係数Ｋ 5と重み付け係
数Ｋ 7を最適に設定することにより利得最大側への補正が可能となる。
【０１５８】
　以上により、（数１１）で示されるように利得最大側に補正されたＶ（ＲＦ１３）によ
り利得制御されたＡＧＣ回路１１０２からは隣接ＣＨの信号と小さな希望信号とが出力さ
れ、混合回路１１０７およびフィルタ１１０９を介してＡＧＣ回路１１１１に入力されて
隣接ＣＨの信号のみフィルタ１１０９で少し抑圧される。
【０１５９】
　さらに（数１２）において、第１項であるＶ（ＡＧＣ２）は、希望信号レベルより大き
い隣接ＣＨの信号レベルに応じて利得最大から利得最小になるように例えば３Ｖから０Ｖ
の間で利得制御されるので、ＡＧＣ回路１１１１からは利得制御された隣接ＣＨの信号レ
ベルと小さな希望信号レベルＰ s iとが出力される。さらに、ＡＧＣ回路１１１１からの出
力信号のうち隣接ＣＨの信号はフィルタ１１１５および抑圧効果の優れたデジタルフィル
タ１１１８でほとんど除去されるため、隣接ＣＨの信号レベルの大きさに応じた小さな希
望信号レベルＰ s iのみがＡＧＣ制御回路１１２１で検出されることになり、（数１２）の
第２項であるＡＧＣ制御回路１１２１の出力電圧Ｖ（ＡＧＣ３）は小さな希望信号レベル
Ｐ s iに対して利得最大である３Ｖ側の電圧が出力される。
【０１６０】
　従って、（数１２）の第１項であるＶ（ＡＧＣ２）は隣接ＣＨの信号レベルの大きさに
応じた０Ｖから３Ｖの間となり、（数１２）の第２項であるＶ（ＡＧＣ３）は利得最大で
ある３Ｖに近い電圧が出力されるので、（数１２）で示すＶ（ＩＦ２３）はＶ（ＡＧＣ２
）に対する重み付け回路１１１０の重み付け係数Ｋ 7とＶ（ＡＧＣ３）に対する重み付け
回路１１１０の重み付け係数Ｋ 8を最適に設定することにより利得最大側への補正が可能
となる。
【０１６１】
　ここで、（数１１）の重み付け係数Ｋ 5に対して（数１１）の重み付け係数Ｋ 6を大きく
し過ぎると、（数１１）のＶ（ＲＦ１３）が大きくなり過ぎてＡＧＣ回路１１０２の利得
を上げ過ぎることになり、例えば混合回路１１０７でのＩＭ３等による妨害の影響が発生
することがあるので、重み付け係数Ｋ 5およびＫ 6は最適設定が必要である。
【０１６２】
　また、重み付け回路１１１０に入力されるＡＧＣ制御回路１１１２の出力電圧に対する
重み付け係数Ｋ 7に対してＡＧＣ制御回路１１２１の出力電圧に対する重み付け係数Ｋ 8を
大きくし過ぎると、（数１２）より重み付け回路１１１０からの出力電圧Ｖ（ＩＦ２３）
が上がってＡＧＣ回路１１０２の利得を上げ過ぎることになり、例えば混合回路１１０７
でのＩＭ３等による妨害の影響が発生することがあるので、重み付け係数Ｋ 5およびＫ 7は
最適設定が必要である。
【０１６３】
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　以上により、希望信号レベルＰ s iに対して隣接ＣＨの信号レベルが大きい場合でも、（
数１１）によりＡＧＣ回路１１０２の利得Ｇ 1は利得最大の方に補正されＡＧＣ回路１１
０２の雑音指数Ｆ 1が小さくなるので、（数１１）より明らかなように高周波信号受信装
置の雑音指数Ｆは改善され、図７において入力信号レベルが－７０ｄＢｍ以上の領域１２
０２では、雑音指数Ｆは１２０６となって従来例１２０３に比べて改善される。また、こ
の雑音指数Ｆが改善された分だけ（数１２）より明らかなように高周波信号受信装置のＣ
／Ｎは改善されるので、図９においてＣ／Ｎの改善される様子を１４０５で示し、従来例
を１４０３で示している。
【０１６４】
　さらに、（数１１）に加えて（数１２）によりＡＧＣ回路１１１１の利得Ｇ 2は利得最
大の方に補正されるので、（数１１）より明らかなように高周波信号受信装置の雑音指数
Ｆは改善され、図７において入力信号レベルが－７０ｄＢｍ以上の領域１２０２では雑音
指数Ｆは１２０７とでき、（数１１）のみによる１２０６に比べてさらに改善できる。
【０１６５】
　この雑音指数Ｆがさらに改善された分だけ（数１２）より明らかなように高周波信号受
信装置のＣ／Ｎは改善されるので、図９においてＣ／Ｎの改善される様子を１４０６で示
し、（数１１）のみによる１４０５に比べてさらに改善できる。
【０１６６】
　また、データ用入力端子１１０３に加えられた制御用データを受けて重み付け制御回路
１１０４を設けているので、重み付け回路１１０５の重み付け係数を独立に外部から容易
に設定することができる。
【０１６７】
　以上のように、希望信号に対して大きな隣接ＣＨの妨害信号があっても、希望信号レベ
ルと隣接ＣＨの信号レベルに重み付け係数を乗じたものとした重み付け回路１１０５から
の出力電圧Ｖ（ＲＦ１３）によってＡＧＣ回路１１０２を利得制御するとともに、希望信
号レベルと隣接ＣＨの信号レベルに重み付け係数を乗じたものとした重み付け回路１１１
０からの出力電圧Ｖ（ＩＦ２３）によってＡＧＣ回路１１１１を利得制御することにより
、高周波信号受信装置のＣ／Ｎをより改善でき安定した受信状態の高周波信号受信装置が
提供できるものである。
【０１６８】
　このとき、ＡＧＣ制御回路１１１２からの電圧、ＡＧＣ制御回路１１２１からの電圧を
それぞれの重み付け回路１１０５、１１１０にて重み付けして加算される。この重み付け
回路１１０５、１１１０から出力されるＡＧＣ制御電圧によりそれぞれのＡＧＣ回路１１
０２、１１１１が最適にＡＧＣ制御される。
【０１６９】
　このため、実施の形態３では実施の形態１および２より妨害に対する改善効果が得られ
る。
【０１７０】
　また、希望信号に近接して存在する妨害信号レベルに応じたＡＧＣ制御回路１１２１の
利得制御用の電圧Ｖ（ＡＧＣ３）を用いているので、ＡＧＣ回路１１０２、１１１１に対
し最適な利得制御を瞬時に行うことができる。このため、刻々と変化する移動中において
も瞬時に安定した受信状態を提供できるので、高速での移動受信に適している。
【０１７１】
　ここで、実施の形態１、実施の形態２、実施の形態３ともに、それぞれ混合回路１０８
、２０８、１１０７から出力される周波数が入力信号の周波数より高い周波数の場合を説
明したが、入力信号の周波数より低い周波数の場合でも全く同じである。
【０１７２】
　また、実施の形態１、実施の形態２、実施の形態３において、それぞれ混合回路１１４
、２１４、１１１４の代わりにダイレクトコンバージョン方式を用いても改善効果は同じ
である。
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【０１７３】
【発明の効果】
　以上のように、

受信エラ
ーを改善できる。
【０１７４】
　また、移動中にあって希望信号に近接した妨害信号のレベルが刻々変化する場合でも、
希望信号に近接した妨害信号レベルに応じて変化する電圧を重み付け回路で処理して合成
したＡＧＣ制御電圧として用いる。つまり、希望信号と妨害信号との合成電圧によりＡＧ
Ｃ回路の利得制御を行うので優れた応答性が得られるもので、高速での移動受信に適して
いる。
【０１７５】
　さらに、外部のデータ用入力端子からデータを入力することにより重み付け係数を設定
できるので外部から最適な利得制御が可能となるので、希望信号に近接した妨害信号によ
る受信エラーをさらに確実に改善できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態１における高周波信号受信装置のブロック図
【図２】　同、実施の形態２における高周波信号受信装置のブロック図
【図３】　同、入力信号レベルに対する高周波信号受信装置の雑音指数を表した特性図
【図４】　同、希望信号レベルに対する高周波信号受信装置のＣ／Ｎを表した特性図
【図５】　同、希望信号レベルが－７０ｄＢｍと一定時における隣接信号のレベルに対す
る高周波信号受信装置のＣ／Ｎを表した特性図
【図６】　本発明の実施の形態３における高周波信号受信装置のブロック図
【図７】　同、入力信号レベルに対する高周波信号受信装置の雑音指数を表した特性図
【図８】　同、希望信号レベルに対する高周波信号受信装置のＣ／Ｎを表した特性図
【図９】　同、希望信号レベルが－７０ｄＢｍと一定時における隣接ＣＨの信号レベルに
対する高周波信号受信装置のＣ／Ｎを表した特性図
【図１０】　従来例における高周波信号受信装置のブロック図
【符号の説明】
　１０１　入力端子
　１０２　ＡＧＣ回路
　１０３　利得制御用端子
　１０４　重み付け回路
　１０５　重み付け制御回路
　１０６　データ用入力端子
　１０７　局部発振回路
　１０８　混合回路
　１０９　ＡＧＣ制御回路
　１１０　フィルタ
　１１１　ＡＧＣ回路
　１１２　ＡＧＣ制御回路
　１１３　局部発振回路
　１１４　混合回路
　１１５　フィルタ
　１１６　出力端子
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第１のＡＧＣ制御回路の出力電圧と第２のＡＧＣ制御回路の出力電圧と
が入力に供給されるとともに、その出力電圧が第１のＡＧＣ回路の利得制御用端子に供給
される重み付け回路を設け、希望信号に対して近接して大きな妨害信号があったとしても
、前記第１のＡＧＣ制御回路の出力電圧と前記第２のＡＧＣ制御回路の出力電圧とを前記
重み付け回路にて重み付けして合成した出力信号により、前記第１のＡＧＣ回路の利得が
大きくなる方に補正することにより前記第１のＡＧＣ回路の雑音指数を良くして



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(26) JP 3770231 B2 2006.4.26



フロントページの続き

(72)発明者  竹内　博敏
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  大場　康雄
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  神野　一平
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  尾関　浩明
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内

    審査官  山中　実

(56)参考文献  特開平０８－２８８８７９（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５５－１５０６２４（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－０７４８６６（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１６８７４８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04B  1/16
              H03G  3/20
              H04B  1/10
              H04N  5/52

(27) JP 3770231 B2 2006.4.26


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

